
事業概要
経費分類 準義務 事業完了 □ 事業期間 昭和45年度 ～
政　策 05 安全安心で快適に暮らせるまちづくり
施　策 04 環境にやさしい持続可能な社会の推進
基本事業 05 公共用水域の水質保全
事務事業名 755 地域し尿処理施設維持管理事業費
所　属 上下水道部 下水道課
会　計 一般会計
科　目 衛生費・清掃費・し尿処理費
施策が 市民・事業者が豊かな自然を守り、環境にやさしい良好な暮らしをしている。
目指す姿  

地域し尿処理施設使用者／施設を安定的に稼働させ、生活排水を適正に処理することで、使用者の
事務事業

日常生活に支障を来すことなく維持できる。また、その地域の河川等の水質保全へ貢献できる。
対象/意図

すみれ台・坂本・つつじ平住宅団地の生活排水処理を行うため、地域し尿処理施設（コミュニティ
事業概要 ープラント）の運転及び維持管理を行っている。また、施設の運転管理は水処理専門業者に委託し
(168) ている。

手
段
・
実
施
内
容
等

すみれ台・坂本・つつじ平住宅団地の地域し尿処理施設（コミュニティプラント）について、運転
管理を専門業者に委託し、業務の合理化及び円滑化を図る。また、供用開始から約50年余りを経過
して、劣化が進む設備機器を計画的に修繕し、安定した水処理を維持する。

令和
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 29,524
実績 0 0 29,132

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 25,335
実績 0 0 24,825

一般 計画 0 0 4,189
財源 実績 0 0 4,307

人件費 計画 0 0 0
実績 0 0 8,331

トータル 計画 0 0 29,524
コスト 実績 0 0 37,463

令和5年度　事務事業評価書



長 維持管理のため定期的な点検及び状況に応じた修繕等の対応を適切に行っており、継続して実施し
意見(72) ていく。また、施設の改築更新の実施に向けた準備を進める。

活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

施設運転管理・定期保守点検 回 402 376 376 376 376
回数 402 376 376

増加目標 100% 100% 100%

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

稼動日数 日 365 365 366 365 365
365 365 366

増加目標 100% 100% 100%
利用者からの苦情件数 件 0 0 0 0 0

0 0
その他 100％ 100％

事後評価
すみれ台・坂本・つつじ平住宅団地の地域し尿処理施設（コミュニティプラント）について、運転
管理を専門業者に委託し、業務の合理化及び円滑化を図った。また、供用開始から約50年余りを経
過して、劣化が進む設備機器（11基）を計画的に修繕し、安定した水処理を維持できた。施設ごと
の世帯数と運転及び維持管理に要した経費は、すみれ台住宅団地（昭和45年供用開始）592世帯、1
5,893,323円、坂本住宅団地（昭和46年供用開始）62世帯、3,520,811円、つつじ平住宅団地（昭和
48年供用開始）401世帯、9,717,328円、合計1,055世帯、29,131,462円です。

実施結果
(748)

成果指標（達成）すみれ台・坂本・つつじ平住宅団地の地域し尿処理施設（コミュニティプラント
成果の ）の稼動日数にいて、計画366日に対して、実績366日と目標を達成できた。
達成状況
と要因

市民生活に支障を来たさないよう効率的な維持管理を行うため、点検及び修繕等を計画的に実施し
ていく必要がある。また、安定した施設機能を維持するため、老朽化が進む施設の改築更新を計画
的に実施していく必要がある。

課　題

今後も継続して適正な維持管理に努め、適正な生活排水処理により、その地域の河川等の水質保全
取り組んでいく。

今後の
方向性

所属



事業概要
経費分類 準義務 事業完了 □ 事業期間 ～
政　策 05 安全安心で快適に暮らせるまちづくり
施　策 04 環境にやさしい持続可能な社会の推進
基本事業 05 公共用水域の水質保全
事務事業名 758 し尿事務費
所　属 上下水道部 下水道課
会　計 し尿処理事業特別会計
科　目 し尿処理事業費・し尿処理事業費・総務費
施策が 環境にやさしい持続可能な社会を推進する
目指す姿

会計年度任用職員及び一般事務費/人件費及び一般事務費を適切に支払う
事務事業
対象/意図

会計年度任用職員の人件費及び文具費・電話料・コピー料などの一般事務費
事業概要
(168)

手
段
・
実
施
内
容
等

会計年度任用職員の人件費及び文具費・電話料・コピー料などの一般事務費を支出する。

令和
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 96,742
実績 0 0 84,474

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 292
実績 0 0 84,474

一般 計画 0 0 96,450
財源 実績 0 0 0

人件費 計画 0 0 0
実績 0 0 1,294

トータル 計画 0 0 96,742
コスト 実績 0 0 85,768

令和5年度　事務事業評価書



活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

会計年度任用職員人件費の執 千円 44,658 57,573 50,634
行率 44,464 49,971 47,657

その他 99.57 86.8 94.1

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

事後評価
・会計年度任用職員の人件費及び文具費・電話料・コピー料などの一般事務費を支出することがで
きた。

実施結果
(748)

・人件費及び事務費等について適切に支払うことができたため。
成果の
達成状況
と要因

・特になし

課　題

・今後も会計年度任用職員の人件費及び文具費・電話料・コピー料などの一般事務費を適切に支出
する。

今後の
方向性

所属長 ・人件費及び事務費の支払い業務であるため今後も適切に取り組む。
意見(72)



事業概要
経費分類 準義務 事業完了 □ 事業期間 ～
政　策 05 安全安心で快適に暮らせるまちづくり
施　策 04 環境にやさしい持続可能な社会の推進
基本事業 05 公共用水域の水質保全
事務事業名 761 環境管理センター維持管理費
所　属 上下水道部 下水道課
会　計 し尿処理事業特別会計
科　目 し尿処理事業費・し尿処理事業費・総務費
施策が 環境にやさしい持続可能な社会を推進する
目指す姿

小屋敷環境管理センター/適切な維持管理を行う。
事務事業
対象/意図

小屋敷環境管理センターの光熱水費及び建物修繕、樹木剪定、軽自動車に係る燃料費などの施設維
事業概要 持管理費
(168)

手
段
・
実
施
内
容
等

小屋敷環境管理センターの光熱水費及び建物修繕、樹木剪定、軽自動車に係る燃料費などの施設維
持管理費

令和
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 4,996
実績 0 0 3,799

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 0
実績 0 0 3,799

一般 計画 0 0 4,996
財源 実績 0 0 0

人件費 計画 0 0 0
実績 0 0 6,603

トータル 計画 0 0 4,996
コスト 実績 0 0 10,402

令和5年度　事務事業評価書



活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

環境管理センター施設維持管 件 20 20 20 20 20
理項目 20 20 20

その他 100.0％ 100.0％ 100.0％

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

正常に開庁できた日数 日 242 246 243 246 246
259 253 244

その他 107.02 102.85 100.41

事後評価
・小屋敷環境管理センターの光熱水費及び車両の燃料費を適切に支払った。
・小屋敷環境管理センターの建物修繕、樹木剪定などの施設維持管理を適切に行った。

実施結果
(748)

・予定されていた開庁日は全て正常に開庁できた。
成果の
達成状況
と要因

・施設や車両の維持管理の適切な実施を継続していくこと。

課　題

・施設や車両の維持管理の適切な実施を継続していく。

今後の
方向性

所属長 ・施設や車両の維持管理業務であるので安定的に継続して業務に取組んでいく。
意見(72)



事業概要
経費分類 準義務 事業完了 □ 事業期間 ～
政　策 05 安全安心で快適に暮らせるまちづくり
施　策 04 環境にやさしい持続可能な社会の推進
基本事業 05 公共用水域の水質保全
事務事業名 763 バキューム車管理費
所　属 上下水道部 下水道課
会　計 し尿処理事業特別会計
科　目 し尿処理事業費・し尿処理事業費・清掃費
施策が 環境にやさしい持続可能な社会を推進する。
目指す姿

小屋敷環境管理センターの車両/車両を適正に管理する
事務事業
対象/意図

し尿・浄化槽汚泥の収集業務に必要なバキューム車及び軽車両の維持管理を行う。
事業概要
(168)

手
段
・
実
施
内
容
等

バキューム車等の維持管理に係る経費で、収集車両の修理等維持管理を適正に行うとともに、常に
収集職員へ安全運転の呼びかけを徹底し、安全かつ円滑な業務運営に努める。

令和
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 24,361
実績 0 0 21,146

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 40
実績 0 0 21,145

一般 計画 0 0 24,321
財源 実績 0 0 1

人件費 計画 0 0 0
実績 0 0 131

トータル 計画 0 0 24,361
コスト 実績 0 0 21,277

令和5年度　事務事業評価書



活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

バキューム車両及び軽箱バン 台 21 21 21 21 21
の車両台数 21 21 21

その他 100.0％ 100.0％ 100.0％

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

車両の稼働日数 日 242 246 243 246 246
259 253 244

その他 107.02 102.85 100.41

事後評価
・し尿・浄化槽汚泥の収集業務に必要なバキューム車及び軽車両などの維持管理を適切に行った。

実施結果
(748)

・車両の状況を把握し、適切に維持管理を行っている。
成果の
達成状況
と要因

・車両台数の増加及びコロナウイルス感染拡大の影響による部品供給の遅延などで車両の更新が遅
れたため、不具合が増加傾向にあり維持管理費は増加すると見込まれる。計画的な車両の維持管理
に努めていく。

課　題

・今後、増加する浄化槽汚泥収集量を踏まえ、引き続き計画的に車両台数の確保を行っていく。ま
た、作業の効率化のため、車両の大型化について検討する。

今後の
方向性

所属長 ・今後、増加する浄化槽汚泥収集量を踏まえ、適正な車両台数の確保や車両の大型化について検討
意見(72) する必要がある。



事業概要
経費分類 準義務 事業完了 □ 事業期間 ～
政　策 05 安全安心で快適に暮らせるまちづくり
施　策 04 環境にやさしい持続可能な社会の推進
基本事業 05 公共用水域の水質保全
事務事業名 764 バキューム車購入費
所　属 上下水道部 下水道課
会　計 し尿処理事業特別会計
科　目 し尿処理事業費・し尿処理事業費・清掃費
施策が 環境にやさしい持続可能な社会を推進する。
目指す姿

バキューム車/必要台数を購入する。
事務事業
対象/意図

バキューム車の購入に要する経費
事業概要
(168)

手
段
・
実
施
内
容
等

バキューム車の購入に要する経費で、必要車両を購入する。計画的に車両を更新し、安定した収集
作業環境の整備に努める。

令和
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 36,100
実績 0 0 34,494

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 1
実績 0 0 34,492

一般 計画 0 0 36,099
財源 実績 0 0 2

人件費 計画 0 0 0
実績 0 0 57

トータル 計画 0 0 36,100
コスト 実績 0 0 34,551

令和5年度　事務事業評価書



活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

バキューム車両等の購入台数 台 2 1 1 2 2
2 0 2

その他 100.0％ 0.0％ 200.0％

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

車両の稼働日数 日 242 246 243 246 246
259 253 244

その他 107.02 102.85 100.41

事後評価
・バキューム車の購入を適切に行った。

実施結果
(748)

・バキューム車の購入を適切に行った。
成果の
達成状況
と要因

・特になし。

課　題

・適切に車両の購入を行う。

今後の
方向性

所属長 ・車両の購入事業であり、今後も適切に購入を行っていく。
意見(72)



事業概要
経費分類 準義務 事業完了 □ 事業期間 ～
政　策 05 安全安心で快適に暮らせるまちづくり
施　策 04 環境にやさしい持続可能な社会の推進
基本事業 05 公共用水域の水質保全
事務事業名 765 し尿運搬委託事業費
所　属 上下水道部 下水道課
会　計 し尿処理事業特別会計
科　目 し尿処理事業費・し尿処理事業費・処理費
施策が 環境にやさしい持続可能な社会を推進する。
目指す姿

し尿・浄化槽汚泥/処理施設に運搬する。
事務事業
対象/意図

新屋中継地に集積した浄化槽汚泥等を大井川環境管理センター等へ運搬するために要する委託事業
事業概要 費
(168)

手
段
・
実
施
内
容
等

新屋中継地に集積した浄化槽汚泥等を志太広域事務組合の大井川環境管理センター等へ運搬するた
めに要する経費で、大型車による運搬を業務委託し搬入する。

令和
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 76,732
実績 0 0 63,124

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 0
実績 0 0 63,124

一般 計画 0 0 76,732
財源 実績 0 0 0

人件費 計画 0 0 0
実績 0 0 65

トータル 計画 0 0 76,732
コスト 実績 0 0 63,189

令和5年度　事務事業評価書



活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

大井川環境管理センター等へ 台 3,350 3,350 3,350 3,350 3,350
の大型車両搬入台数 4,747 5,263 4,975

その他 141.7 157.1 148.51

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

新屋中継地の正常稼働日数 日 242 246 243 246 246
259 253 244

その他 107.02 102.85 100.41

事後評価
・新屋中継地に集積した浄化槽汚泥等の大井川環境管理センターへの運搬業務委託を適切に行った
。

実施結果
(748)

・新屋中継地に集積した浄化槽汚泥等の大井川環境管理センターへの運搬業務について委託により
成果の 適切な搬入を行った。
達成状況
と要因

・特になし。

課　題

・今後も集積した浄化槽汚泥等の大井川環境管理センターへの運搬について安定的に実施できるよ
う取り組んでいく。

今後の
方向性

所属長 ・浄化槽汚泥等の大井川環境管理センターへの運搬を継続して安定的に実施できるよう取り組んで
意見(72) いく。



事業概要
経費分類 準義務 事業完了 □ 事業期間 ～
政　策 05 安全安心で快適に暮らせるまちづくり
施　策 04 環境にやさしい持続可能な社会の推進
基本事業 05 公共用水域の水質保全
事務事業名 766 新屋中継地維持管理費
所　属 上下水道部 下水道課
会　計 し尿処理事業特別会計
科　目 し尿処理事業費・し尿処理事業費・処理費
施策が 環境にやさしい持続可能な社会を推進する。
目指す姿

新屋中継地/適正な維持管理を行う。
事務事業
対象/意図

新屋中継地に係る光熱水費・委託料・修繕料等維持管理費
事業概要
(168)

手
段
・
実
施
内
容
等

新屋中継地に係る光熱水費・委託料・修繕料等維持管理費

令和
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 4,002
実績 0 0 2,747

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 0
実績 0 0 2,746

一般 計画 0 0 4,002
財源 実績 0 0 1

人件費 計画 0 0 0
実績 0 0 614

トータル 計画 0 0 4,002
コスト 実績 0 0 3,361

令和5年度　事務事業評価書



活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

機器等の点検業務 回 12 12 12 12 12
12 12 12

その他 100 100 100

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

施設の稼働日数 日 365 365 365 366 365
365 365 365

その他 100 100 100

事後評価
・新屋中継地の維持管理に係る光熱水費の支払い、点検等の委託、修繕を適切に行った。

実施結果
(748)

・年間を通じて点検や修繕を行い施設を正常に稼働させることができた。また、維持管理費につい
成果の て適切に支払いを行った。
達成状況
と要因

・施設の老朽化が進行していることから、維持管理が困難になる可能性がある。

課　題

・維持管理を適切に行うとともに、施設の老朽化が進行していることから施設の更新も含めて今後
の方針を検討していく。

今後の
方向性

所属長 ・施設の適切な維持管理ができており、正常に稼働することができた。今後も現状どおり、正常な
意見(72) 稼働を継続できるよう取り組む。



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 昭和41年度 ～
政　策 05 安全安心で快適に暮らせるまちづくり
施　策 04 環境にやさしい持続可能な社会の推進
基本事業 04 ペットの適性飼育の啓発
事務事業名 161 畜犬登録等事業費
所　属 市民環境部 環境課
会　計 一般会計
科　目 衛生費・保健衛生費・環境衛生費
施策が 豊かな自然を守り、環境にやさしい良好な暮らしをしている
目指す姿

狂犬病の発生を予防し公衆衛生の向上を図るため、犬の所有者に対し、飼い犬の登録と狂犬病予防
事務事業

注射をし、適正な飼育をしてもらう。
対象/意図

狂犬病の発生を予防し公衆衛生の向上を図るため
事業概要 ・飼い犬の登録・変更の受付と狂犬病予防注射済票の交付を行う。
(168) ・飼い方マナー説明会の開催等により、適正飼育指導と啓発を行う。

・飼い犬に係る苦情対応を行う。

手
段
・
実
施
内
容
等

飼い犬の登録事務、未登録犬調査・指導、
狂犬病予防注射済票の交付、
狂犬病予防注射未接種犬に係る督促、
飼い犬に係る苦情対応、

令和 飼い方マナー説明会等による適正飼育の啓発
5年度 多頭飼育の調査・指導（隔年）

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 4,952
実績 0 0 4,422

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 4,808
実績 0 0 4,168

一般 計画 0 0 144
財源 実績 0 0 254

人件費 計画 0 0 16,373
実績 0 0 5,209

トータル 計画 0 0 21,325
コスト 実績 0 0 9,631

令和5年度　事務事業評価書



性
る。

所属長 飼い主による適正飼育を進めるため、登録時のチラシ、広報、LINE等を通して市民への啓発活動に
意見(72) 取り組んでいく。

活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

飼い方マナー説明会の開催回 回 10 15 15 15
数 6 16 23

増加目標 160% 153.33%
飼い主への狂犬病予防注射周 回 4 4 4 4
知回数 3 4 4

増加目標 100% 100%
多頭飼育の調査・指導の実施 回 0 1 0 1
回数 1 0 1

増加目標 100%

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

注射済票交付を受けている人 ％ 100 80 80 80 80
の割合 78.5 76.8 75.5

増加目標 78.5% 96% 94.38%
犬の苦情件数 件 28 28 25 25

23 32 29
削減目標 87.5% 96.55%

事後評価
・飼い犬の登録事務、未登録犬調査・指導を行った。
・狂犬病予防注射済票の交付、予防注射未接種犬に係る督促を行った。
・飼い犬に係る苦情対応、飼い方マナー説明会等による適正飼育の啓発、多頭飼育の調査・指導（
隔年）を行った。
・狂犬病予防法の特例制度参加への準備（条例・規則改正、関係者への周知等）を行った。
 
・令和５年度登録申請数：　380頭
・令和５年度末登録頭数：7,253頭

実施結果
・令和５年度注射実施数：5,472頭

(748)

・成果指標①狂犬病予防注射の接種率が減少傾向にある。
成果の ・成果指標②主に散歩時におけるふんの放置、放し飼いに関しての苦情が寄せられている。
達成状況  
と要因

犬の鳴き声やふんの放置、放し飼いなど、飼い方マナーに関する苦情は例年一定数発生している。

課　題

飼い方マナーに関しては、「動物の愛護及び管理に関する法律」に基づき、県と連携し適正飼育に
関して指導していくとともに市民への適正飼育の啓発活動を行っていく。狂犬病予防注射接種率向

今後の
上のために、引き続き、飼い主へ継続した啓発活動（登録時のチラシ、広報、LINE等）が必要であ

方向



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 昭和62年度 ～
政　策 05 安全安心で快適に暮らせるまちづくり
施　策 04 環境にやさしい持続可能な社会の推進
基本事業 04 ペットの適性飼育の啓発
事務事業名 162 猫登録等事業費
所　属 市民環境部 環境課
会　計 一般会計
科　目 衛生費・保健衛生費・環境衛生費
施策が 豊かな自然を守り、環境にやさしい良好な暮らしをしている
目指す姿

飼い主のいない猫の増加による苦情や被害の増加を抑制するため、猫の愛護と飼い主への適正管理
事務事業

指導を目的として、飼い猫登録をして、室内飼いすることを含め適正飼育をしてもらう。
対象/意図

猫の愛護と飼い主への適正管理指導を目的として、飼い猫登録事業（登録時に首輪と鑑札を交付）
事業概要 を行う。飼い猫登録した猫に不妊去勢手術を施す場合の補助制度（雄雌4,000円）を行う。
(168) 市民の快適な生活環境の保持を目的として、市内の動物愛護団体に対し、飼い主のいない猫に対す

る不妊去勢手術補助を行う。(ＴＮＲ活動手術委託料・雄1万円、雌２万円)。

手
段
・
実
施
内
容
等

飼い猫の新規登録及び変更事務、
飼い猫の不妊去勢手術委託事務、
飼い主のいない猫の不妊去勢手術委託事務、
飼い猫の飼い方マナー等の啓発活動、

令和 猫に係る苦情対応、
5年度 多頭飼育者への随時指導

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 3,240
実績 0 0 3,240

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 100
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 3,140
財源 実績 0 0 3,240

人件費 計画 0 0 0
実績 0 0 1,984

トータル 計画 0 0 3,240
コスト 実績 0 0 5,224

令和5年度　事務事業評価書



などの啓発活動以外には効果的な対策が見つ
かっていない状況である。

課　題

地域住民、動物ボランティア団体、市の３者が連携して効果的なＴＮＲ活動を実施するほか、室内
飼いの推奨強化等、今後も継続した啓発活動が必要である。

今後の
方向性

所属長 飼い方マナー等を通して、猫に関する啓発活動を継続していくとともに、地域住民、動物ボランテ
意見(72) ィア団体と連携し効果的なＴＮＲ活動を進める。

活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

飼い方マナー説明会の開催回 回 15 15 15 15
数 6 16 23

増加目標 106.67% 153.33%
地域猫活動について広報へ掲 回 1 1 1 1
載した回数 1 1

増加目標 100% 100%
多頭飼育の調査・指導の実施 回 0 1 0 1 0
回数 0 1 0

増加目標 100%

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

猫の苦情件数 件 150 110 110 100 100
95 103 99

削減目標 157.89% 106.8% 111.11%
不妊・去勢手術件数 件 380 380 380 380 380

387 386 389
増加目標 101.84% 101.58% 102.37%

事後評価
・飼い猫の新規登録及び変更登録事務、不妊去勢手術委託事務、飼い方マナー等の啓発活動を行っ
た。
・飼い主のいない猫の不妊去勢手術委託事務を行った。
・猫に係る苦情対応、多頭飼育者への随時指導を行った。
 
（飼い猫）
・令和５年度登録申請数：　357頭
・令和５年度末登録頭数：9,500頭

実施結果
・不妊・去勢手術委託実数　250頭（不妊130頭・去勢120頭）

(748)
（飼い主のいない猫）
・雄の去勢手術委託68頭（1頭10,000円）
・雌の不妊手術委託71頭（1頭20,000円）

・成果指標①飼い猫に関する苦情（外飼い等）は減少しているが、依然として野良猫に関する苦情
成果の が多いのが現状。
達成状況 ・成果指標②野良猫の不妊去勢手術は、動物ボランティア団体と協力し進めることが出来た。飼い
と要因 猫の不妊去勢手術についても周知等により飼い猫の不妊去勢手術の促進へと繋げることが出来た。

飼い主のいない猫の減少対策としては、ＴＮＲ活動の周知および実施と、室内飼いの推奨等の飼い
方マナーや飼い主のいない猫への無責任な餌やり防止



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 平成20年度 ～
政　策 05 安全安心で快適に暮らせるまちづくり
施　策 04 環境にやさしい持続可能な社会の推進
基本事業 02 環境保全の啓発と活動の推進
事務事業名 163 環境美化推進事業費
所　属 市民環境部 環境課
会　計 一般会計
科　目 衛生費・保健衛生費・環境衛生費
施策が 衛生不快害虫の発生抑制により、快適な市民生活の実現が出来るよう進める。
目指す姿

衛生不快害虫の発生により不快に感じている市民／衛生不快害虫の発生抑制により、快適な市民生
事務事業

活の実現が出来る。
対象/意図

ユスリカやヤンバルトサカヤスデ等の衛生不快害虫の発生抑制のため、薬剤散布を行い、地域の衛
事業概要 生的な生活環境の保全を図る。
(168)

手
段
・
実
施
内
容
等

ユスリカ等の衛生不快害虫の発生抑制
(1)４月の環自協支部長会にて錠剤の説明を行う。
(2)各自治会で実施する春期河川・側溝清掃後、錠剤を散布する。
(3)個別の配布希望者には環境課窓口にて随時配布する。

令和 ヤンバルトサカヤスデの発生抑制
5年度 (1)自宅周りの環境整備などの啓発。

(2)防除薬剤の配布。
(3)駆除薬剤の散布を行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　衛生不快害虫の発生を抑制することで、快適な市民生活の実現を目指す。

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 5,683
実績 0 0 2,053

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 1
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 5,682
財源 実績 0 0 2,053

人件費 計画 0 0 19,396
実績 0 0 12,131

トータル 計画 0 0 25,079
コスト

令

実績 0 0 14,184

和5年度　事務事業評価書



元要望を丁寧に聞き取り実施個所を決定している。
と要因

ヤンバルトサカヤスデ対応については、対象が生物であること、大量発生したのが近年であること
等により知見・経験が乏しく対応に苦慮している。

課　題

ヤンバルトサカヤスデ対応については、現在行っている対応を継続するとともに県・他市町とも情
報を共有し有効な対策方法を探っていく。

今後の
方向性

所属長 ヤンバルトサカヤスデについてはあらゆる情報を迅速・機敏に入手し最適な対策を講じていく必要
意見(72) がある。

活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

アーススミラブ配布個数 錠 24,400 20,000 20,000 20,000 20,000
18,800 15,462 13,911

その他 77 77.3 69.6
ヤンバルトサカヤスデ防除薬 ㎏ 400 3,024 2,700 2,400 2,100
剤等の支給量 140 774 663

その他 35 25.6 24.6
ヤンバルトサカヤスデ駆除の 戸 150 135 120 105
ための薬剤散布を行った地域 85 86 73
内の戸数 その他 57.3 54.1

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

ユスリカ苦情発生箇所（錠剤 箇所 20 20 20 20 20
の随時配布件数） 23 17 10

削減目標 86.96% 117.65% 200%
ヤンバルトサカヤスデ防除薬 ％ 60 60 62 64 66
剤の効果があったと回答した 56.1 73.1 95.6
市民の割合 増加目標 93.5% 121.83% 154.19%
ヤンバルトサカヤスデ薬剤散 ％ 100 100 100 100 100
布の要望に対し、実施した地 100 100 100
区の割合 増加目標 100% 100% 100%

事後評価
ユスリカ等の衛生不快害虫の発生抑制
・４月の環自協支部長会にて錠剤の説明を行った。
・各自治会で実施する春期河川・側溝清掃後、錠剤を散布した。
・個別の配布希望者には環境課窓口にて随時配布した。
ヤンバルトサカヤスデの発生抑制
・自宅周りの環境整備などの啓発を行った。
・希望者には防除薬剤の配布を行った。
・委託事業により駆除薬剤の散布を行った。

実施結果
(748)

成果指標①②③とも目標を達成した。ユスリカは自然・社会環境の変化により減少していると考え
成果の られる。ヤンバルトサカヤスデについては防除薬剤は一定の効果を発揮している。薬剤散布につい
達成状況 ては地



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 ～
政　策 05 安全安心で快適に暮らせるまちづくり
施　策 04 環境にやさしい持続可能な社会の推進
基本事業 02 環境保全の啓発と活動の推進
事務事業名 165 まちをきれいにする運動支援事業費
所　属 市民環境部 環境課
会　計 一般会計
科　目 衛生費・保健衛生費・環境衛生費
施策が 豊かな自然を守り、環境にやさしい良好な暮らしをしている
目指す姿

焼津市まちをきれいにする運動推進協議会加盟団体/自主的な一斉清掃活動等を実施することによ
事務事業

り、環境美化が保たれている。
対象/意図

市民/環境美化に関する意識を持つ。
焼津市をきれいに明るく、住みよくし、理想的な生活環境づくりを進めることを目的に、焼津市環

事業概要 境美化推進条例に基づき、自主的な清掃活動や啓発活動をしている「焼津市まちをきれいにする運
(168) 動推進協議会」の支援を行うことで、ごみのない、明るく住みよいまちづくりの推進につなげる。

手
段
・
実
施
内
容
等

焼津市まちをきれいにする運動推進協議会の進行管理
(1) 各地域、各団体での清掃活動の実施及び支援
(2) 530ポスター、ごみ減量に関する標語、使い切りレシピの募集、優秀作品の選考
(3) 530ポスターを作成し、市内公共施設やスーパーマーケット等へ掲示し、啓発

令和 (4) ビーチクリーン大作戦（海岸一斉清掃）を実施（市と共催）
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 1,993
実績 0 0 641

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 1,255

支出金 実績 0 0 308

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 0
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 738
財源 実績 0 0 333

人件費 計画 0 0 14,595
実績 0 0 2,405

トータル 計画 0 0 16,588
コスト 実績 0 0 3,046

令和5年度　事務事業評価書



活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

協議会等開催回数 回 3 3 3 3 3 3
2 3 3

その他 66.66％ 100％ 100

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

まちきれ活動参加者数 人 25,000 25,000 25,000 25,000 25,000 25,000
7,258 20,851 26,971

その他 29.0％ 83.4％ 107.9％
530ポスター・標語応募者数 件 200 200 200 200 200

225 202 199
その他 112.5% 100.1% 99.5%

事後評価
・530ポスターの募集、優秀作品の表彰を実施した。
・ごみ減量に関する標語の募集、優秀作品の表彰を実施した。
・使い切りレシピの募集、優秀作品の表彰を実施した。
・環境美化功労者の表彰を実施した。
・やいづビーチクリーン大作戦を実施した。（焼津市と共催）
・加盟団体等による地域環境美化活動を実施した。

実施結果
(748)

地域の環境美化活動に市民が活発に参加した。
成果の
達成状況
と要因

構成団体の関係性を活用し、地域の環境美化やごみの減量について一層の取組を推進していく必要
がある。

課　題

オール焼津で、環境美化やごみの減量に取組んでいく必要がある。

今後の
方向性

所属長 現在も市内の各種団体が協議会を組織し活動しているが、さらに活動のはばを広げていくために、
意見(72) 企業・団体への働きかけが必要である。



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 昭和37年度 ～
政　策 05 安全安心で快適に暮らせるまちづくり
施　策 04 環境にやさしい持続可能な社会の推進
基本事業 02 環境保全の啓発と活動の推進
事務事業名 166 環自協支援事業費
所　属 市民環境部 環境課
会　計 一般会計
科　目 衛生費・保健衛生費・環境衛生費
施策が 市民・事業者が、豊かな自然を守り、環境にやさしい暮らしをしている。
目指す姿

焼津市環境衛生自治推進協会/環境衛生の向上を図る
事務事業
対象/意図

環境衛生の向上を図るため、環境衛生自治推進事業として、ごみの減量に向けた分別収集指導や不
事業概要 法投棄の防止、地域環境美化活動などを実施する焼津市環境衛生自治推進協会に対し、市から補助
(168) 金を支払う。

手
段
・
実
施
内
容
等

環境衛生自治推進事業への補助金交付

令和
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 14,750
実績 0 0 14,029

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 0
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 14,750
財源 実績 0 0 14,029

人件費 計画 0 0 7,228
実績 0 0 1,444

トータル 計画 0 0 21,978
コスト 実績 0 0 15,473

令和5年度　事務事業評価書



活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

事業参加自治会 自治会 38 38 38 38 38 38
38 38 38

増加目標 100% 100% 100%

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

事業参加率 % 100 100 100 100 100 100
100 100 100

その他 100% 100% 100%

事後評価
・環境衛生自治推進協会に補助金を交付した。
・環境衛生自治推進協会の活動のためのごみ飛散防止ネット等を購入した。
・環境衛生自治推進協会事務局としての事務を実施した。

実施結果
(748)

市内全ての自治会が環境衛生自治推進協会の事業に参加した。
成果の
達成状況
と要因

環境衛生自治推進協会は、廃棄物の少ない住みよい地域を推進するための重要な活動をしており、
継続的な支援が必要である。

課　題

環境衛生自治推進協会は、廃棄物の少ない住みよい地域を推進するための重要な活動をしており、
継続的な支援が必要である。

今後の
方向性

所属長 当市の環境施策を推進する上で、環境衛生自治推進協会は重要な役割を果たしていることから、引
意見(72) き続き継続的な支援が必要である。



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 ～
政　策 05 安全安心で快適に暮らせるまちづくり
施　策 04 環境にやさしい持続可能な社会の推進
基本事業 05 公共用水域の水質保全
事務事業名 753 合併処理浄化槽設置事業費
所　属 上下水道部 下水道課
会　計 一般会計
科　目 衛生費・保健衛生費・環境衛生費
施策が 環境にやさしい持続可能な社会を推進する。
目指す姿

市民/合併処理浄化槽設置費用の軽減が図ることができる。
事務事業
対象/意図

し尿と雑排水を併せて処理することにより、生活排水による公共用水域の水質汚濁を防止し、生活
事業概要 環境の保全及び公衆衛生の向上を図ることを目的に国が定めた浄化槽整備計画及び市の規定に基づ
(168) き、合併処理浄化槽を設置しようとする者に対し補助金を交付する。

手
段
・
実
施
内
容
等

生活雑排水とし尿を併せて処理する小型合併処理浄化槽の設置者に対し補助を行い、合併処理浄化
槽の普及促進による生活排水対策に努める。

令和
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 214,790
実績 0 0 213,638

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 85,743
支出金 実績 0 0 82,877
県 計画 0 0 23,430

支出金 実績 0 0 24,480

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 0
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 105,617
財源 実績 0 0 106,281

人件費 計画 0 0 0
実績 0 0 11,194

トータル 計画 0 0 214,790
コスト 実績 0 0 224,832

令和5年度　事務事業評価書



いただけるよう予算確保に努める。
課　題

公共下水道の整備を拡大しない方針であるため、合併処理浄化槽の設置補助を行うことは、浄化槽
の普及を促進し、生活排水の改善対策が図られ、公共用水域の水環境保全が図られている。河川の

今後の
水質汚濁防止に効果がある。このことから、引き続き事業を継続し、特に単独浄化槽からの転換を

方向性
推進していく。

所属長 本事業は公共用水域の水環境保全に効果のある事業であることから引き続き、周知活動に力を入れ
意見(72) るとともに、予算確保に努める。

活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

合併処理浄化槽設置補助申請 件 480 480 480 480 480
件数 445 408 465

その他 92.7 85 96.9
公共下水道事業計画未整備区 件 55 45 45 45 45
域浄化槽設置補助申請件数 31 38 40

その他 56.4 84.4 91.1

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

生活排水処理率 ％ 74.7 76.06 77.42 78.78 80.14
74.4 75.1 75.9

増加目標 99.6% 98.74% 98.04%

事後評価
・生活雑排水とし尿を併せて処理する小型合併処理浄化槽の設置者を対象に補助を行った。
・国庫補助事業である合併処理浄化槽設置補助事業の件数については465基（新設231基、設置替23
4基）である。
・市単独事業である公共下水道事業計画未整備区域浄化槽設置補助事業の件数については40基（新
設23基、設置替16基、再設置１基）である。
・人槽別補助実績　
 5人槽　433基（R05実績）381基（R04実績）、7人槽　 53基（R05実績） 56基（R04実績）、10人
槽　 19基（R05実績）　9基（R04実績） 、計　505基（R05実績）　 446基（R04実績）

実施結果
 

(748)

・成果指標の達成率98.04％で目標には届かなかったが、補助金の申請はほぼ満枠で事業の執行率
成果の は高い状況である。一方で浄化槽設置補助事業以外の生活排水処理が伸び悩んでいる部分もあるの
達成状況 が要因であると推測している。ただ、全体として生活排水処理率は年々着実に改善している。
と要因

・合併浄化槽の設置補助については市民の理解が重要であるため、広報等により広く市民へ浄化槽
補助制度を周知していく。
・より多くの市民に補助を活用して



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 ～
政　策 05 安全安心で快適に暮らせるまちづくり
施　策 04 環境にやさしい持続可能な社会の推進
基本事業 02 環境保全の啓発と活動の推進
事務事業名 169 河川愛護事業費
所　属 市民環境部 環境課
会　計 一般会計
科　目 衛生費・保健衛生費・環境衛生費
施策が 市民・事業者が、豊かな自然を守り、環境にやさしい暮らしをしている。
目指す姿

焼津市
事務事業
対象/意図

焼津市の河川及び海岸の美化を図るため、河川海岸愛護事業を実施する焼津市環境衛生自治推進協
事業概要 会に対し、予算の範囲において補助金を交付。県費補助に市の補助を上乗せし、焼津市環境衛生自
(168) 治推進協会へ補助を行っている。各自治会の作業内容は、草刈り、ごみ拾い、土砂揚げ、川藻刈り

等を実施している。

手
段
・
実
施
内
容
等

焼津市の河川及び海岸の美化を図るため、河川海岸愛護事業を実施する焼津市環境衛生自治推進協
会に対し、予算の範囲において補助金を交付。県費補助に市の補助を上乗せし、焼津市環境衛生自
治推進協会へ補助を行っている。各自治会の作業内容は、草刈り、ごみ拾い、土砂揚げ、川藻刈り
等を実施している。

令和
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 27,089
実績 0 0 28,095

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 0
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 27,089
財源 実績 0 0 28,095

人件費 計画 0 0 1,612
実績 0 0 215

トータル 計画 0 0 28,701
コスト 実績 0 0 28,310

令和5年度　事務事業評価書



活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

必要とする土のう袋の数 枚 52,100 52,100 52,100 52,100 52,100 52,100
42,390 50,573 47,360

その他 81.4% 97.1% 90.9％

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

計画どおり事業が実施されて % 100 100 100 100 100 100
いる割合 100 100 100

その他 100％ 100％ 100％

事後評価
・河川清掃に必要な土のう袋、ごみ袋等を購入した。
・河川揚土及び川藻運運搬業務を実施した。
・栄田川・大井川地区の河川清掃に伴う川藻収集運搬業務を実施した。

実施結果
(748)

地域の協力のもと計画どおりに事業が実施できた。
成果の
達成状況
と要因

河川清掃については、国・県・市河川担当等河川管理者と自治会の役割について整理する必要があ
る。

課　題

河川清掃については、国・県・市河川担当等河川管理者と自治会の役割について整理した上で、自
治会に対し必要な支援を行う。

今後の
方向性

所属長 河川清掃は、基本的に河川管理者が行うべきものであり、自治会は無理のない範囲で実施していた
意見(72) だくものであり、必要な支援について整理を行う必要がある。



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 ～
政　策 05 安全安心で快適に暮らせるまちづくり
施　策 04 環境にやさしい持続可能な社会の推進
基本事業 02 環境保全の啓発と活動の推進
事務事業名 170 県費補助河川愛護事業費
所　属 市民環境部 環境課
会　計 一般会計
科　目 衛生費・保健衛生費・環境衛生費
施策が 市民・事業者が、豊かな自然を守り、環境にやさしい暮らしをしている。
目指す姿

焼津市
事務事業
対象/意図

河川・海岸の清掃、草刈りなどの河川海岸愛護事業に要する経費として、環境衛生自治推進協会に
事業概要 対し補助する経費に対し、県より補助金が交付される。
(168)

手
段
・
実
施
内
容
等

河川・海岸の清掃、草刈りなどの河川海岸愛護事業に要する経費として、環境衛生自治推進協会に
対し補助を行うことにより、県より補助金が交付されるため、今後も継続して財源的な支援してい
く。

令和
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 2,950
実績 0 0 2,950

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 727

支出金 実績 0 0 1,264

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 0
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 2,223
財源 実績 0 0 1,686

人件費 計画 0 0 217
実績 0 0 48

トータル 計画 0 0 3,167
コスト 実績 0 0 2,998

令和5年度　事務事業評価書



活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

補助金交付金額 千円 2,950 2,950 2,950 2,950 2,950 2,950
2,950 2,889 2,950

増加目標 100% 97.93% 100%

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

県補助金交付金額 千円 1,761 1,765 1,765 1,765 1,765 1,765
788 727 1,264

増加目標 44.75% 41.19% 71.61%

事後評価
・参加自治会に対し補助金を交付した。

実施結果
(748)

全自治体が計画どおりに事業を実施した。
成果の
達成状況
と要因

国・県・市河川担当等河川管理者と自治会の役割について整理する必要がある。

課　題

国・県・市河川担当等河川管理者と自治会の役割について整理した上で、自治会に対し必要な支援
を行う。

今後の
方向性

所属長 河川清掃は、基本的に河川管理者が行うべきものであり、自治会は無理のない範囲で実施していた
意見(72) だくものであり、必要な支援について整理を行う必要がある。



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 平成14年度 ～
政　策 05 安全安心で快適に暮らせるまちづくり
施　策 04 環境にやさしい持続可能な社会の推進
基本事業 02 環境保全の啓発と活動の推進
事務事業名 171 ミニステーション運営事業費
所　属 市民環境部 環境課
会　計 一般会計
科　目 衛生費・保健衛生費・環境衛生費
施策が 市民・事業者が豊かな自然を守り、環境にやさしい良好な暮らしをしている。
目指す姿

市民/資源化可能な廃棄物を分別し、搬入してもらう
事務事業
対象/意図

ごみの資源化を推進するため、市内３か所にミニステーションを開設し、リサイクル意識の高揚を
事業概要 図りながら分別回収の徹底を図り、資源物の収集を行う。
(168)

手
段
・
実
施
内
容
等

ミニステーション３か所（小屋敷、東益津、利右衛門）を、毎週木曜日から日曜日の午前９時から
午後４時まで開設し、15品目の資源物回収を実施する。

令和
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 11,264
実績 0 0 11,042

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 11,264
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 0
財源 実績 0 0 11,042

人件費 計画 0 0 6,106
実績 0 0 432

トータル 計画 0 0 17,370
コスト 実績 0 0 11,474

令和5年度　事務事業評価書



活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

資源回収量 t 1,200 1,200 1,200 1,200 1,200 1,200
1,258 1,028 1,013

その他 104.83% 85.67% 84.42％
年間延べ利用数 人 150,000 150,000 150,000 150,000 150,000 150,000

153,311 123,027 121,164
その他 102.21% 82.02% 80.78％

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

予定どおり施設が稼働した割 % 100 100 100 100 100 100
合 100 100 100

その他 100% 100% 100％

事後評価
・市内３か所（小屋敷・東益津・利右衛門）のミニステーションにおいて、資源物の回収を行った
。

実施結果
(748)

適切に人員を配置し、計画どおり施設を稼働することができた。
成果の
達成状況
と要因

・ミニステーション開設日及び回収品目については、地元住民との協議が必要。
・ミニステーションの開設にあたっては、用地の確保と地元住民の理解が必要。
 

課　題

ミニステーションの運営については、地域住民の理解が必要であり、将来的な運営について、地域
を含めた検討が必要。

今後の
方向性

所属長 ミニステーションの運営は、地域住民の理解が必要であることから、引き続き地域住民のニーズの
意見(72) 把握と調整を行う必要がある。



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 ～
政　策 05 安全安心で快適に暮らせるまちづくり
施　策 04 環境にやさしい持続可能な社会の推進
基本事業 01 ごみ減量の推進
事務事業名 172 ごみ減量対策費
所　属 市民環境部 環境課
会　計 一般会計
科　目 衛生費・保健衛生費・環境衛生費
施策が 豊かな自然を守り、環境にやさしい良好な暮らしをしている
目指す姿

市民/ごみ分別やリサイクルの意識を高め、燃やすごみの減量に取り組んでもらう。
事務事業

集団回収登録団体、環自協の支部/古紙が分別回収される。
対象/意図

生ごみ減量対策として、生ごみ処理機器の購入者やディスポーザ設置への補助金交付や生ごみ処理
事業概要 容器の無料配布を行うことで、生ごみを減少させる。また、紙ごみ減量対策として、古紙等の回収
(168) 団体に奨励金を交付し、分別の意識啓発を図る。

手
段
・
実
施
内
容
等

ごみ減量の推進
（１）ごみ減量説明会
（２）生ごみたい肥化等処理機器設置事業補助金、ディスポーザ設置補助金の交付
（３）生ごみ処理容器のモニター希望者を募集し配布

令和 （４）ごみ減量サポーター養成講座開催
5年度 （５）古紙等資源回収奨励金の交付

（６）転入者へ雑がみ回収紙袋とプラマーク分別イラスト入りごみ袋の配布
（７）雑がみウェイクアップ事業開催
 

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 24,769
実績 0 0 19,545

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 439
実績 0 0 439

一般 計画 0 0 24,330
財源 実績 0 0 19,106

人件費 計画 0 0 14,595
実績 0 0 9,345

トータル 計画 0 0 39,364
コスト 実績 0 0 28,890

令和5年度　事務事業評価書



く。
今後の
方向性

所属長 分別回収の取組を引き続き継続していくとともに、組成分析調査で特に大きな割合を占める生ごみ
意見(72) の減量について新たな施策を検討していく必要がある。

活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

生ごみ処理機器補助及び配布 基 317 302 302 302 302 302
基数 320 372 214

増加目標 100.95% 123.18% 70.86%
奨励金交付団体数 団体 105 105 105 105 105 105

91 93 90
その他 86.67 88.57 85.71

倉庫設置補助金交付対象支部 団体 38 38 38 38 38 38
数 2 0 0

その他 5.26 0 0

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

生ごみ類混入割合（組成分析 ％ 0 40.1 39.9 39.7 39.5 39.3
結果） 40.3 39.8 37.3

その他 100 99.3 93.5
家庭系燃やすごみの排出量 ｔ 23,975 23,669 23,430 23,114 22,847 22,579

23,711 23,548 22,461
削減目標 101.11% 100.51% 104.31%

事後評価
・広報やいづ、HP等によりごみ減量のPRを実施した。
・黒土を利用した生ごみ処理容器及び新生ごみ処理容器をモニター希望者に配布した。
・生ごみ処理機器の購入者へ補助を実施した。
・ごみ減量説明会を実施した。（30回）
・ごみ減量サポーター養成講座を実施した。（全６回）
・リユースサイトおいくらと連携協定を締結した。
・本庁舎内にリユース古着回収ボックスを設置した。
・事業者と水平リサイクル連携協定を締結した。

実施結果
(748)

ごみの減量や分別の徹底については、着実に推進されている。
成果の
達成状況
と要因

ごみの分別やリユース、リサイクルの意識を高め、燃やすごみの減量に取り組む。

課　題

燃えるごみのうち多くの割合を占める生ごみの減量対策を進めるほか、雑がみ・プラスチック類の
分別回収の取組を継続していくとともに、新たなごみの減量施策を検討してい



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 ～
政　策 05 安全安心で快適に暮らせるまちづくり
施　策 04 環境にやさしい持続可能な社会の推進
基本事業 02 環境保全の啓発と活動の推進
事務事業名 173 不法投棄対策事業費
所　属 市民環境部 環境課
会　計 一般会計
科　目 衛生費・保健衛生費・環境衛生費
施策が 市民・事業者が、豊かな自然を守り、環境にやさしい暮らしをしている。
目指す姿

不法投棄者や不法投棄箇所の指導・周知活動を通して不法投棄を抑制する。
事務事業
対象/意図

良好な環境や景観を保つために、不法投棄を未然に防ぎ、もし不法投棄された場合は、速やかに回
事業概要 収する。環境衛生自治推進協会支部長との定期的な合同パトロールを実施している。また、自治会
(168) や地元住民からの通報や、郵便局との協定による通報があれば廃棄物対策担当・環境管理センター

で回収を実施している。パトロール回数　環自協支部長　年１４回

手
段
・
実
施
内
容
等

不法投棄パトロールと不法投棄物の回収。6月と12月に環自協と市の合同パトロールの実施。

令和
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 3,379
実績 0 0 2,748

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 750

支出金 実績 0 0 745

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 0
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 2,629
財源 実績 0 0 2,003

人件費 計画 0 0 2,257
実績 0 0 1,185

トータル 計画 0 0 5,636
コスト 実績 0 0 3,933

令和5年度　事務事業評価書



活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

パトロールを行った日数 日 240 240 240 240 240 240
242 243 243

増加目標 100.83% 101.25% 101.25%
不法投棄回収件数 220 220 220 220 220 220

403 239 151
その他 181.18％ 108.64％ 68.64％

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

計画どおりに市内パトロール 件 100 100 100 100 100 100
が実施された割合 100 100 100

その他 100% 100% 100％

事後評価
・不法投棄パトロール員による市内パトロール及び不法投棄物の回収を行った。
・環自協との合同パトロールを実施した。（６月、12月）

実施結果
(748)

２名のパトロール員により計画的にパトロールを実施した。
成果の
達成状況
と要因

不法投棄を未然に防ぐためには、監視カメラや侵入防止策の設置等が効果的であるが、土地所有者
の同意や財政的な措置が必要である。

課　題

行政、地域住民、民間事業者を含めた不法投棄をしにくい環境作りを推進する。

今後の
方向性

所属長 不法投棄をしにくい環境づくりのための効果的な施策を検討する必要がある。
意見(72)



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 昭和45年度 ～
政　策 05 安全安心で快適に暮らせるまちづくり
施　策 04 環境にやさしい持続可能な社会の推進
基本事業 02 環境保全の啓発と活動の推進
事務事業名 175 公害対策事務費
所　属 市民環境部 環境課
会　計 一般会計
科　目 衛生費・保健衛生費・環境衛生費
施策が 豊かな自然を守り、環境にやさしい良好な暮らしをしている。
目指す姿

公害発生源（特定事業場（規制対象））に対する指導等/公害発生の状況を認識させ、指導、改善
事務事業

し、再び公害を発生させないよう遵守してもらう。
対象/意図

環境保全の啓発と活動の推進のために、
事業概要 ・公害苦情受付時は、現地調査等を実施し、原因者に対する改善指導等を行う。
(168) ・公害発生の恐れがある特定事業場に関して、必要となる届出書類の受付業務を行う。

・本市の大気、水質の環境状況等をまとめた「環境報告書」の作成を行う。

手
段
・
実
施
内
容
等

①公害等苦情処理
②公害関係届出受付事務
③環境報告書作成

令和
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 328
実績 0 0 304

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 0
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 328
財源 実績 0 0 304

人件費 計画 0 0 0
実績 0 0 4,616

トータル 計画 0 0 328
コスト 実績 0 0 4,920

令和5年度　事務事業評価書



対応は、法令及び現場を熟知し、公正・迅速・適正な事務処理を行うこと。
意見(72)

活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

公害苦情対応件数 件 97 96 95 94 93
97 93 96

その他 100％ 86.46% 101.05
立入検査事業所数（県随行及 件 64 83 70 70 70
び市単独） 68 93 69

その他 106.25 112.04 98.57
違反事業所指導件数 件 4 4 4 4 4

7 7 3
その他 175％ 175％ 75%

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

継続して苦情申立てがされて ％ 90 90 90 90 90
いない割合 76.3 76.3 90

増加目標 84.78% 84.78% 100%
基準値違反率 ％ 4.6 4.6 4.6 4.6 4.6

10.3 8.4 8
削減目標 44.66% 54.76% 57.5%

前年度の違反事業所が再び基 ％ 100 100 100 100 100
準値を越えなかった割合 100 100 66.6

増加目標 100% 100% 66.6%

事後評価
①公害等苦情処理
　・申立に対する迅速な処理を行った。
　・必要に応じ原因者へ指導を行った。
令和５年度公害苦情件数：96件
 
②公害関係届出受付事務
　・届出書類を精査し、県へ進達を行った。
 

実施結果
③環境報告書作成

(748)
　・環境報告書を作成し、ホームページへ掲載するとともに、近隣市町への情報提供も行った。

成果指標①　苦情が継続されない割合は目標値を達成した。
成果の 成果指標②（未達成）数値上では未達成であるが、目標値通りの立入調査を実施した。
達成状況 成果指標③（未達成）違反事業所が少なかったため、目標値は未達成であるが、対象の事業所への
と要因 指導は実施した。　

・苦情が継続している事業所へ継続的な指導を行っているが、状況が改善されないこと。
 

課　題

・継続案件は定期的に現状を確認し、必要に応じて指導を行っていく。

今後の
方向性

所属長 公害苦情への



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 昭和46年度 ～
政　策 05 安全安心で快適に暮らせるまちづくり
施　策 04 環境にやさしい持続可能な社会の推進
基本事業 02 環境保全の啓発と活動の推進
事務事業名 176 環境調査事業費
所　属 市民環境部 環境課
会　計 一般会計
科　目 衛生費・保健衛生費・環境衛生費
施策が 豊かな自然を守り、環境にやさしい良好な暮らしをしている。
目指す姿

各種環境調査（河川・海域・ダイオキシン・騒音・悪臭）/環境基準を満たしているか把握が出来
事務事業

る。
対象/意図

市内事業所に対する立入検査/基準値を遵守するよう指導、改善 を行う。
・河川、海域の水質等の環境調査を行う。

事業概要 ・県の事業所立入調査に随行し、排出されるばい煙、排水の状況の確認等を行う。
(168) ・「静岡県地下水の採取に関する条例」に基づき、揚水設備関係の書類受付業務を行う。

 

手
段
・
実
施
内
容
等

①大気汚染対策　ダイオキシン類の調査、事業所へ立入検査
②水質汚濁防止対策　河川水質調査・海域水質調査、事業所へ立入検査
③騒音防止対策　自動車騒音常時監視調査
④悪臭防止対策　臭気調査

令和 ⑤地下水届出受付事務
5年度 ⑥地下水塩水化調査

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 8,027
実績 0 0 6,746

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 931

支出金 実績 0 0 932

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 0
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 7,096
財源 実績 0 0 5,814

人件費 計画 0 0 8,224
実績 0 0 1,957

トータル 計画 0 0 16,251
コスト 実績 0 0 8,703

令和5年度　事務事業評価書



。
成果の 成果指標②　違反事業所（臭気・水質）に適切な指導を行った。
達成状況
と要因

・燃料費や人件費の上昇により、調査委託料が高騰している。

課　題

・引き続き、市内の環境調査を定期的に行い、河川や海域、大気の状況等を監視する。
・調査結果を取りまとめ、課題等を検討していく。

今後の
方向性

所属長 県中部保健所と連携し効果的な指導を行うとともに、情報を的確に把握して対応すること。
意見(72)

活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

河川・海域調査定点数 箇所 37 37 37 37 37
37 37 37

増加目標 100% 100% 100%
ダイオキシン、臭気調査、自 箇所 40 73 40 40 75
動車騒音、地下水塩水化調査 40 86 40
の調査箇所数 増加目標 100% 117.81% 100%

箇所

増加目標

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

必要なデータが把握できた箇 ％ 100 100 100 100 100
所の割合 100 100 100

増加目標 100% 100% 100%
違反事業所に指導した割合 ％ 100 100 100 100 100

100 100 100
増加目標 100% 100% 100%

きれいな水もしくはややきれ 河川 9 12
いな水の河川の数（３年に１ 8
度調査） 増加目標 88.89%

事後評価
①大気汚染対策　ダイオキシン類の調査、事業所へ立入検査
　・県随行の立入検査は予定通り行った。
　・市単独調査では、市内３ヶ所で測定（委託）を行い、異常無しであった。
②水質汚濁防止対策　河川水質調査・海域水質調査、事業所へ立入検査
　・県随行の立入検査は予定通り行った。
　・河川は、23河川（27測点）で年間４回調査を行った。
　・海域は、10測点で年間４回調査を行った。
③騒音防止対策　自動車騒音常時監視調査

実施結果
　・市内３路線で調査を行い、環境基準を満たしていた。

(748)
④悪臭防止対策　臭気調査
　・市内７事業所で調査を行った。物質濃度検査では全事業所で適合したが、参考（規制外）で調
査した臭気指数では１事業所で基準値を超過していた。
⑤地下水届出受付事務
　・届出の受付、県への進達を適切に行った。
⑥地下水塩水化調査
　・毎月、調査を行い、異常は確認されなった。

成果指標①　計画通り調査を実施し、目標値を達成した



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 令和元年度 ～
政　策 05 安全安心で快適に暮らせるまちづくり
施　策 04 環境にやさしい持続可能な社会の推進
基本事業 03 新・省エネ導入促進と省エネ行動の推進
事務事業名 177 地球温暖化防止活動啓発事業費
所　属 市民環境部 環境課
会　計 一般会計
科　目 衛生費・保健衛生費・環境衛生費
施策が 豊かな自然を守り、環境にやさしい良好な暮らしをしている。
目指す姿

市民/地球温暖化防止活動の重要性を認識
事務事業

市民/市民一人一人が自覚して、身近なところから取り組めることを認識する
対象/意図

脱炭素実現に向けて、市民が自ら積極的に脱炭素行動に動きだすためのライフスタイルの変革を促
事業概要 すため、中部５市２町連携事業の交付金を活用して、建物の断熱効果によるＣＯ2削減を啓発する
(168) 事業や、市内小学校での環境教育事業を行う。

手
段
・
実
施
内
容
等

地球温暖化対策活動推進事業の進行管理
(1)公募申請
(2)交付申請
(3)契約

令和 (4)啓発事業の開催
5年度 (5)完了報告

(6)実績報告
市民に対して啓発事業を行うことにより、地球温暖化防止活動の重要性を認識し、市民一人一人が
自覚して、身近なところから取り組めることを認識してもらう

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 3,862
実績 0 0 3,632

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 3,862
実績 0 0 3,632

一般 計画 0 0 0
財源 実績 0 0 0

人件費 計画 0 0 945
実績 0 0 1,579

トータル 計画 0 0 4,807
コスト 実績 0 0 5,211

令和5年度　事務事業評価書



活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

イベント出展、開催回数 回 8 4 4 4 4
8 2 4

その他 50％ 50％ 100%

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

事業への参加者数 人 560 560 506 560 560
394 178 191

その他 70.36％ 31.79％ 37.75%

事後評価
・アース・キッズチャレンジ事業の実施（対象：焼津南小学校及び大富小学校の４年生）
・断熱セミナーの開催
・断熱ワークショップの開催（小川小学校）
 

実施結果
(748)

・アース・キッズは計画していた２校で予定どおり開催した。
成果の ・断熱セミナー及び断熱ワークショップは、計画どおり開催した。
達成状況  
と要因

・アース・キッズは今年度から５市２町連携事業で予算を確保しているため、今後も何らかの形で
情報共有の場等を設けいていく必要がある。
・建築物の断熱化の有効性を広く周知していく必要がある。

課　題

・アース・キッズについては、今後も担当者間での情報共有の場を設けて事業のブラッシュアップ
を図っていく。

今後の
・建築物の断熱化の効果検証を進めるとともに、市民への周知や啓発方法を検討していく。

方向性

所属長 地球温暖化防止のための行動を市民に啓発するため、今後も継続して事業を実施していく。
意見(72)



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 平成12年度 ～
政　策 05 安全安心で快適に暮らせるまちづくり
施　策 04 環境にやさしい持続可能な社会の推進
基本事業 02 環境保全の啓発と活動の推進
事務事業名 179 環境基本計画推進事業費
所　属 市民環境部 環境課
会　計 一般会計
科　目 衛生費・保健衛生費・環境衛生費
施策が 環境基本計画に掲げる望ましい環境像（みんなでつくる　豊かな自然と心なごむまち　やいづ」の
目指す姿 実現

市民、事業者、民間団体、行政、焼津市環境基本計画の「市取組項目」/市民・事業者・市がそれ
事務事業

ぞれが担うべき役割を認識し、相互に協働しながら、計画に沿った取組を積極的に行う。
対象/意図

第２次焼津市環境基本計画を推進するため、①環境教育・環境学習事業、②環境市民会議運営事業
事業概要 、③同計画に沿った市役所の各担当課の取り組み状況の進行管理を実施する。
(168)

手
段
・
実
施
内
容
等

①自然観察会（夏休み親子水生生物教室）、出前講座、やいづエコ市民塾の開催
②環境市民会議の開催
③半期ごとに取組状況を取りまとめ、年間の取組結果を環境報告書として冊子にまとめるほか、環
境レポートとしてホームページ等で公表する。

令和
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 787
実績 0 0 696

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 15
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 772
財源 実績 0 0 696

人件費 計画 0 0 4,632
実績 0 0 9,257

トータル 計画 0 0 5,419
コスト 実績 0 0 9,953

令和5年度　事務事業評価書



た事業の実施を促していくことの両面において
意見(72) 、進捗管理を図っていきたい。

活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

環境基本計画に掲げた市施策 件 152 148 173 173 173 173
の取組件数 136 127 160

その他 89.47％ 85.81% 92.48%
環境教育・環境学習事業への 人 2,981 2,981 2,981 2,981 2,981
参加者数 1,637 2,390 2,372

その他 54.91% 80.17% 79.57%

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

環境市施策取組率 ％ 85 85 85 85 85 85
89.5 85.81 92.48

その他 105.29% 100.95％ 108.82

事後評価
・自然観察会（夏休み親子水生生物教室）を８月５日に開催。参加者は18人であった。
・出前講座を学校等において５回開催。合計参加者数493人であった。
・やいづエコ市民塾を全５回開催。受講生は６人であった。
・環境市民会議を10月６日に開催。出席委員14名。ゼロカーボンシティの実現に向けた家庭や職場
等での取り組みについて、グループワークにより意見交換を行った。
・第２次焼津市環境基本計画の令和４年度の取組状況を環境報告書として冊子にまとめ、ホームペ
ージ等で公表した。
・その他として、ゼロカーボンシティに向けた講演会を２月13日に開催。48名が聴講した。

実施結果
(748)

環境基本計画に掲げた市施策の取組件数は160件となり、達成率は92.48％であった。
成果の
達成状況
と要因

・やいづエコ市民塾の受講生数が少ない。
・第３次焼津市環境基本計画の市民への周知が不足している。

課　題

・やいづエコ市民塾は、20名の募集枠に近づくよう募集のしかたを工夫する。
・LINEなどの媒体を使用し、周知を図っていく。

今後の
方向性

所属長 環境課として実施する事業と、全庁的に計画に沿っ



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 ～
政　策 05 安全安心で快適に暮らせるまちづくり
施　策 04 環境にやさしい持続可能な社会の推進
基本事業 02 環境保全の啓発と活動の推進
事務事業名 180 環境審議会費
所　属 市民環境部 環境課
会　計 一般会計
科　目 衛生費・保健衛生費・環境衛生費
施策が 豊かな自然を守り、環境にやさしい良好な暮らしをしている
目指す姿

焼津市の環境行政/環境行政についての活発な議論がなされ、意見や助言等を反映したものとなる.
事務事業
対象/意図

焼津市環境基本計画に関する事項のほか、焼津市役所地球温暖化防止実行計画や地球温暖化防止に
事業概要 関する計画、その他環境の保全及び創造に関する重要な施策について、意見や提言等を聴取し審議
(168) する。委員は市長が委嘱した10名で、内訳は学識経験者2名、市民代表5名、事業者代表2名、行政

機関1名。任期は2年で再任は妨げない

手
段
・
実
施
内
容
等

環境審議会の進行管理
(1)第１回環境審議会
(2)第２回環境審議会
環境基本計画及び市役所温暖化防止実行計画の進行管理についての審議と、地球温暖化防止に関す

令和 る計画、その他環境の保全及び創造に関する重要な施策について審議するほか、市長の諮問に応じ
5年度 て答申する。

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 132
実績 0 0 132

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 0
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 132
財源 実績 0 0 132

人件費 計画 0 0 4,252
実績 0 0 919

トータル 計画 0 0 4,384
コスト 実績 0 0 1,051

令和5年度　事務事業評価書



活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

環境審議会開催回数 回 2 3 2 2 2
2 3 2

その他 100％ 100％ 100％
会議の延出席委員数 人 20 30 20 20 20

17 28 20
その他 85％ 93.33％ 100％

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

環境審議会における質疑・意 件 20 30 30 30 30
見・助言等の数 14 34 44

その他 70％ 117.6％ 146.6%

事後評価
・第１回環境審議会を８月23日に開催。10人の委員が出席し、第２次焼津市環境基本計画に沿った
令和４年度取組結果と、第３次焼津市環境基本計画に沿った令和５年度取組結果等について審議を
行った。
・第２回環境審議会を２月13日に開催。10人の委員が出席し、今年度市で実施した「焼津市ゼロカ
ーボンシティ実現に向けた地域再エネ導入目標策定支援業務」の報告をし、委員よりご意見をいた
だいた。

実施結果
(748)

成果指標①（達成）　第１回ではご意見をいただく時間が少なかったが、第２回では多くのご意見
成果の 、ご質問をいただくことができた。
達成状況
と要因

委員からのご意見、ご質問をいただく時間を確実に設けること。

課　題

令和５年度の課題をふまえ、より多くの委員からご意見をいただく環境づくりに配慮する。

今後の
方向性

所属長 令和６年度は、地球温暖化対策地方公共団体実行計画（区域施策編）の改定をしていくため、審議
意見(72) 会を着実に開催していきたい。



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 平成21年度 ～
政　策 05 安全安心で快適に暮らせるまちづくり
施　策 04 環境にやさしい持続可能な社会の推進
基本事業 03 新・省エネ導入促進と省エネ行動の推進
事務事業名 181 カーボンニュートラル推進機器導入事業費
所　属 市民環境部 環境課
会　計 一般会計
科　目 衛生費・保健衛生費・環境衛生費
施策が 再生可能エネルギー等の普及促進、二酸化炭素排出量の削減による脱炭素社会の実現
目指す姿

市民/再生可能エネルギー等の普及促進による二酸化炭素排出量の削減、蓄電池及びエネファーム
事務事業

等の設置により気候変動による自然災害への対策、Ｖ２Ｈシステムの設置による脱炭素社会の実現
対象/意図

に向けた電気自動車の普及促進
カーボンニュートラルの実現のため、市民が自ら居住する住宅に太陽光発電システム等を設置する

事業概要 経費や電気自動車を購入する経費の一部を助成することで、それらの設備や車種の普及促進を図る
(168) 。また、新エネルギー機器（エネファーム）設置補助事業を実施し、環境への負荷の少ないエネル

ギーの利用促進を図る。

手
段
・
実
施
内
容
等

住宅用太陽光発電システム、住宅用リチウムイオン蓄電池システム、Ｖ２Ｈシステム、エネファー
ムの設置補助事業、電気自動車(ＥＶ)購入補助事業などを実施する。
太陽光発電システム：一律50千円、リチウムイオン蓄電池システム：一律40千円、Ｖ２Ｈシステム
：一律100千円、エネファーム：一律50千円

令和 電気自動車(ＥＶ)：一律50千円
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 8,000
実績 0 0 6,480

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 8,000
実績 0 0 6,480

一般 計画 0 0 0
財源 実績 0 0 0

人件費

令

計画 0 0 6,786
実

和

績 0 0 2,039
トー

5

タル 計画 0 0 14,7

年

86
コスト 実績 0 0 8

度

,519

　事務事業評価書



2)

活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

 太陽光発電システム設置補 件 50 40 40 40 40
助件数 32 44 35

その他 64％ 110％ 87.5％
リチウムイオン蓄電池システ 件 100 100 100 100 100
ム設置補助件数 97 90 92

その他 97％ 90％ 92％
住宅用新エネルギー機器（エ 件 10 10 10 10 10
ネファーム）設置補助件数  18 5 7

その他 144.44％ 50％ 70％

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

カーボンニュートラル推進機 件 160 155 155 155 155
器設置事業費補助件数 147 139 146

その他 91.88％ 89.67％ 94.19％

事後評価
住宅用太陽光発電システム、住宅用リチウムイオン蓄電池システム、Ｖ２Ｈシステム、エネファー
ムの設置補助事業、電気自動車(ＥＶ)購入補助事業を実施した。
 
太陽光発電システム：35件
リチウムイオン蓄電池システム：92件
Ｖ２Ｈシステム：2件
エネファーム：7件
電気自動車(ＥＶ)：10件

実施結果
(748)

環境負荷の少ないエネルギーの利用を促進し温室効果ガス排出量の削減のための再生可能エネルギ
成果の ー機器、新エネルギー機器（エネファーム）、電気自動車の普及促進が図られた。
達成状況
と要因

再生可能エネルギーや新エネルギー機器の開発等の状況を考慮し、新たな補助対象機器等を検討し
ていく必要がある。
太陽光発電システム等設置補助について、年度単位の補助制度では、３月着工の工事には制度適用

課　題
が難しいため、年間を通しての補助制度が要望されている。

時代の流れに合わせて適切かつ有効な補助対象を検討して行く必要がある。

今後の
方向性

所属長 今後の再生エネルギーの状況を適切に把握し、より有効な補助制度を検討して行く。
意見(7



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 令和 5年度 ～ 令和 5年度
政　策 05 安全安心で快適に暮らせるまちづくり
施　策 04 環境にやさしい持続可能な社会の推進
基本事業 03 新・省エネ導入促進と省エネ行動の推進
事務事業名 6001 カーボンニュートラル推進計画策定事業費
所　属 市民環境部 環境課
会　計 一般会計
科　目 衛生費・保健衛生費・環境衛生費
施策が 豊かな自然を守り、環境にやさしい良好な暮らしをしている
目指す姿

市域再エネ導入目標設定・脱炭素の取組計画／2050年ゼロカーボンシティが計画的に推進される
事務事業

市、市民・事業者／温室効果ガス排出量の削減に取り組む
対象/意図

市域全体の再エネポテンシャルや将来のエネルギー消費量をふまえた再エネの利用促進に係る再エ
事業概要 ネ導入目標を作成する。また、そのために必要な政策及び指標の検討並びに重要な施策に関する構
(168) 想を策定する。

手
段
・
実
施
内
容
等

2050年ゼロカーボンシティの実現に向けて、市域全体の温室効果ガス排出量を計画的に削減してい
くための計画づくりを実施する。
・考慮すべき地域特性、環境特性等（建築物や周辺環境等の確認のための現地調査含む）の調査・
検討

令和 ・再エネを導入することによる地域の経済・社会にもたらす効果等の分析や事業採算性を評価する
5年度 ための調査・検討

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 12,760
実績 0 0 12,028

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 12,760
実績 0 0 12,027

一般 計画 0 0 0
財源 実績 0 0 1

人件費 計画 0 0 2,415
実績 0 0 1,715

トータル 計画 0 0 15,175
コスト 実績 0 0 13,743

令和5年度　事務事業評価書



見(72) めた協議会等と共有を図っていきたい。

活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

計画策定委員会の開催回数 回 3
3

その他 100%

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

市域脱炭素実現に向けた計画 ％ 100
策定の進捗状況 100

その他 100%

事後評価
2050年ゼロカーボンシティの実現に向けて、市域全体の温室効果ガス排出量を計画的に削減してい
くための計画づくりとして、次の(1)～(6)を実施した。
(1) 温室効果ガスの将来推計、最適なシナリオの調査
　　国が推進する技術進歩を考慮しても、本市は2030年の46％、2050年の脱炭素達成は難しく、追
加的な対策が必要であることがわかった。
(2) 地域課題の整理
　　温室効果ガスの吸収源が少ない、製造業の温室効果ガスが多い、運輸（自動車）の温室効果ガ
スが多いの３点が主たる課題であると整理した。

実施結果
(3) 再エネ発電量のポテンシャル調査

(748)
(4) 再エネ導入目標の設定
(5) 部門別の推進目標と施策、指標の検討
(6) 本市の地域特性をふまえた施策の検討

成果指標①（達成）　2050年ゼロカーボンシティが計画的に推進されるための基礎資料として、上
成果の 記の調査、検討を行い成果を得ることができた。
達成状況
と要因

指標と目標値の設定はできたが、現状値がどのくらいかの把握ができていない。

課　題

令和６年度に指標の現状値の把握をアンケート等により行い、現状把握に基づき、令和５年度に検
討した指標の目標値をあらためて設定する。令和５年度の成果や令和６年度の現状把握をふまえ、

今後の
第２次焼津市地球温暖化対策地方公共団体実行計画（区域施策編）を改定する。

方向性

所属長 実行計画（区域施策編）を改定にあたり、令和５年度の調査、検討結果をもとに庁内及び庁外を含
意



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 令和 5年度 ～ 令和 5年度
政　策 05 安全安心で快適に暮らせるまちづくり
施　策 04 環境にやさしい持続可能な社会の推進
基本事業 03 新・省エネ導入促進と省エネ行動の推進
事務事業名 6013 公共施設太陽光発電設備等事業費
所　属 市民環境部 環境課
会　計 一般会計
科　目 衛生費・保健衛生費・環境衛生費
施策が 豊かな自然を守り、環境にやさしい良好な暮らしをしている
目指す姿

公共施設への太陽光発電設備等の導入調査／令和５年度以降の太陽光発電設備等の設置を推進する
事務事業

市役所／温室効果ガス排出量の削減に取り組む
対象/意図

令和６年度以降の太陽光発電設備等の設置を推進するため、市の公共施設を対象とする太陽光発電
事業概要 設備等の導入可能性調査を実施する。その中で脱炭素実現に向けたロードマップや効果的な手法を
(168) 検討する。

手
段
・
実
施
内
容
等

・建物系公共施設（235施設）の中から、立地や構造、耐用年数などを考慮して太陽光発電設備等
の設置可能な施設数を割り出すとともに、個別調査対象とする50施設程度を抽出
・対象施設の電力データ収集、図面収集を実施
・事業実現性の高い施設の詳細調査（30施設程度を想定）

令和 ・対象施設の敷地の周辺状況や設備の把握、屋根等の維持保全工事への影響調査などを実施
5年度 ・太陽光発電設備等の導入に伴う設置費、維持管理費及び将来の撤去または更新の概算費用の算出

・消費エネルギー費用の削減効果とCO2排出抑制効果を算出
・災害時の活用効果及び環境教育による再エネの理解促進効果も踏まえた導入効果を検討
・導入効果の高い上位５施設程度については、市が詳細設計業務の発注がしやすい資料を作成
 

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 11,495
実績 0 0 7,590

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 11

令

,495
支出金 実績 0

和

0 7,590
県 計画 0

5

0 0
支出金 実績 0 0 0

年

地方債 計画 0 0 0
実績

度

0 0 0

その他 計画 0 0

　

0
実績 0 0 0

一般 計画

事

0 0 0
財源 実績 0 0 0

務

人件費 計画 0 0 2,4

事

15
実績 0 0 1,89

業

2
トータル 計画 0 0 1

評

3,910
コスト 実績

価

0 0 9,482

書



活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

公共施設への太陽光発電設備 施設 50
等導入調査を行う施設数 59

その他 118%

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

公共施設への太陽光発電設備 ％ 100
等導入調査の進捗状況 100

その他 100%

事後評価
・令和６年度以降の再生可能エネルギー発電設備等の設置を目的として、本市の建物系公共施設を
対象とする再生可能エネルギー発電設備等の導入可能性調査を実施した。
・調査では、個別調査対象施設（59施設）を抽出し、電力需要等調査を行った後、現地調査対象施
設を10施設選定し、建物の改修履歴、建築・電気設備関係図書の内容確認、現地調査、導入設備の
検討、導入効果の確認を行った他、電気自動車用充電・充放電設備の導入可能性調査も併せて行い
、10か所の対象施設ごとに個票を作成し、調査結果を取りまとめた。
・また、調査の結果設備導入効果が高く、有望な施設については、概略設計を行った。
 

実施結果
(748)

成果指標①（達成）　上記の可能性調査業務を通し、公共施設への太陽光発電設備等の設置可能性
成果の 順位等を決定し、導入効果が高い施設を把握することができた。
達成状況
と要因

太陽光発電設備等をどういった手法で設置していくかの検討が必要。

課　題

調査業務の成果をふまえ、太陽光発電設備等を設置していくにあたり、直営工事かPPAモデルか等
の導入手法、導入スケジュールの検討をする。

今後の
方向性

所属長 導入効果が高い施設から導入していくよう、計画的に進めていきたい。
意見(72)



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 令和 5年度 ～ 令和 5年度
政　策 05 安全安心で快適に暮らせるまちづくり
施　策 04 環境にやさしい持続可能な社会の推進
基本事業 03 新・省エネ導入促進と省エネ行動の推進
事務事業名 7205 公共施設の一括ＬＥＤ化調査事業費
所　属 市民環境部 環境課
会　計 一般会計
科　目 衛生費・保健衛生費・環境衛生費
施策が 豊かな自然を守り、環境にやさしい良好な暮らしをしている
目指す姿

公共施設の一括ＬＥＤ化調査／令和６年度以降のＬＥＤ化を推進する
事務事業

市役所／温室効果ガス排出量の削減に取り組む
対象/意図

令和６年度以降のＬＥＤ化を推進するため、一括ＬＥＤ化調査を実施する。
事業概要
(168)

手
段
・
実
施
内
容
等

・建物系公共施設及びその他の施設の照明設備の種別等について、業務委託により既設照明設備の
器具種別の調査を実施
・リース契約による総事業費の算出や、現状とＬＥＤ化した場合の電力量及びＣＯ2排出量の算出
を行う

令和
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 40,000
実績 0 0 12,100

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 0
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 40,000
財源 実績 0 0 12,100

人件費 計画 0 0 395
実績 0 0 579

トータル 計画 0 0 40,395
コスト 実績 0 0 12,679

令和5年度　事務事業評価書



活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

建物系公共施設の照明器具の 施設 235
種別調査を行う施設数 213

その他 90.63％
建物系以外の施設の照明器具 施設 8
の種別調査を行う施設数 131

その他 100％

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

公共施設の一括ＬＥＤ化調査 ％ 100
の進捗状況 100

その他 100％

事後評価
・建物系公共施設及びその他の施設の照明設備の種別等について、業務委託により既設照明設備の
器具種別の調査を実施し、想定される事業費の算出や、現状とＬＥＤ化した場合の電力量及びＣＯ
2排出量の算出を行った。

実施結果
(748)

令和5年度の調査業務を完了した。
成果の
達成状況
と要因

公共施設のLED化に向け、照明設備の更新の手法やスケジュールの検討が必要となる。

課　題

照明設備の調査結果を受け、公共施設の一括LED化を進めていく。

今後の
方向性

所属長 本事業を通じ、今後、公共施設の省エネ、温室効果ガス削減効果を期待したい。
意見(72)



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 令和 5年度 ～ 令和 5年度
政　策 05 安全安心で快適に暮らせるまちづくり
施　策 04 環境にやさしい持続可能な社会の推進
基本事業 03 新・省エネ導入促進と省エネ行動の推進
事務事業名 7222 公用車（電気自動車）購入事業費
所　属 市民環境部 環境課
会　計 一般会計
科　目 衛生費・保健衛生費・環境衛生費
施策が 豊かな自然を守り、環境にやさしい良好な暮らしをしている
目指す姿

公用車（電気自動車）購入／市役所の電動車数の割合が向上する
事務事業

市役所／温室効果ガス排出量の削減に取り組む
対象/意図

市役所から排出される温室効果ガスを削減するため、電気自動車を購入する。
事業概要
(168)

手
段
・
実
施
内
容
等

・軽箱バンの電気自動車を２台購入する

令和
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 5,321
実績 0 0 4,521

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 1,100
実績 0 0 1,100

一般 計画 0 0 4,221
財源 実績 0 0 3,421

人件費 計画 0 0 198
実績 0 0 83

トータル 計画 0 0 5,519
コスト 実績 0 0 4,604

令和5年度　事務事業評価書



活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

電気自動車の購入台数 台 2
2

その他 100％
％

その他

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

市役所の電動車数割合 4.5 4.5 5.3
5

その他 94.34%

事後評価
令和5年6月に軽四電気自動車を２台購入し、翌月から公用車として職員の利用を開始した

実施結果
(748)

令和5年度に予定していた台数の電気自動車を購入した
成果の
達成状況
と要因

今後の電気自動車の購入台数やスケジュールをどうしていくか

課　題

公用車の電気自動車等への更新台数やスケジュールを検討していく

今後の
方向性

所属長 公用車を買い替える際は、可能な限り電動車を選定することを全庁的に周知していく。
意見(72)



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 令和 5年度 ～
政　策 05 安全安心で快適に暮らせるまちづくり
施　策 04 環境にやさしい持続可能な社会の推進
基本事業 03 新・省エネ導入促進と省エネ行動の推進
事務事業名 8475 省エネ家電買い換え促進事業費(物価高騰重点支援)
所　属 市民環境部 環境課
会　計 一般会計
科　目 衛生費・保健衛生費・環境衛生費
施策が 再生可能エネルギー等の普及促進、二酸化炭素排出量の削減による脱炭素社会の実現
目指す姿

市民/エネルギー性能の高い家電製品の普及促進による二酸化炭素排出量の削減
事務事業
対象/意図

家庭におけるエネルギー消費量の多い家電製品について、省エネルギー性能の高い製品への買い換
事業概要 えを促進し、家庭におけるエネルギー費用負担を軽減するとともに、温室効果ガスの排出削減を図
(168) る。

手
段
・
実
施
内
容
等

省エネ家電の買い換えに対する補助事業を実施する。
対象経費　15万円以上：30千円
対象経費　10万円以上15万円未満：20千円
対象経費　5万円以上10万円未満：10千円

令和  
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 44,164
実績 0 0 0

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 33,565
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 0
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 10,599
財源 実績 0 0 0

人件費 計画 0 0 0
実績 0 0 2,529

トータル 計画 0 0 44,164
コスト 実績 0 0 2,529

令和5年度　事務事業評価書



活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

省エネ家電補助金申請件数 件 150 1,500
240

その他 160％

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

省エネ家電補助金申請件数 件 150 1,500
240

その他 160％

事後評価
・補助金交付のための要綱の制定、ホームページ等での周知を行い、令和6年3月8日から補助金交
付申請の受付を開始した。
・令和5年度受付件数は、240件(3/8～3/29)であった。
・申請受付等の業務を委託するため、入札により委託業者を選定した。

実施結果
(748)

予定どおり事業を開始した。
成果の
達成状況
と要因

省エネ性能の高い家電への買い換えによる温室効果ガスの削減効果を周知し、普及促進を図ってい
く必要がある。

課　題

省エネ性能の高い家電への買い換えによる温室効果ガス削減の効果検証を行い、省エネ家電の普及
促進による地球温暖化防止への効果を周知していく。

今後の
方向性

所属長 本事業を通して家庭部門における温室効果ガス排出削減を図っていきたい。
意見(72)



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 平成13年度 ～
政　策 05 安全安心で快適に暮らせるまちづくり
施　策 04 環境にやさしい持続可能な社会の推進
基本事業 03 新・省エネ導入促進と省エネ行動の推進
事務事業名 182 エコアクション２１推進事業費
所　属 市民環境部 環境課
会　計 一般会計
科　目 衛生費・保健衛生費・環境衛生費
施策が 市職員が地球温暖化防止の意識を持ち行動することにより、排出される温室効果ガスが削減される
目指す姿

市役所職員/市職員が地球温暖化防止の意識を持ち行動してもらう。
事務事業

市事務事業施設/排出される温室効果ガスが削減される。
対象/意図

焼津市役所地球温暖化防止実行計画（第6期計画）では、市の事務事業から排出される温室効果ガ
事業概要 ス排出量削減を目標としている。この取り組みを、より効果的・効率的に行うため、平成21年10月
(168) より環境マネジメントシステム「エコアクション21」の取組を開始し、平成22年10月に認証登録を

受けた。現在、病院を除く全施設で取り組んでいる。

手
段
・
実
施
内
容
等

エコアクション21の運用・管理
(1)環境推進員研修会
(2)中間審査の受審
(3)内部監査の実施

令和 (4)環境管理責任者会議
5年度 (5)エコアクション21の取組報告取りまとめ及び、進捗状況・取組結果等の水平展開（周知）

エコアクション21に基づき、電気や燃料、廃棄物排出量や紙等の使用量の削減など、環境負荷の軽
減に取り組む。

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 416
実績 0 0 379

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 0
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 416
財源 実績 0 0 379

人件費 計画 0 0 9,746
実績 0 0 5,514

トータル 計画 0 0 10,162
コスト 実績 0 0 5

令

,893

和5年度　事務事業評価書



トレ庁舎、下水道施設、大
成果の 井川庁舎等であった。電気使用量は、目標の達成はできていないが、基準年度比4.1％の削減を図
達成状況 ることができている。廃棄物排出量は、特に紙ごみが大幅に減少しており、令和５年度中に印刷機
と要因 が更新され、印刷前に印刷機でデータを再確認できるようになったことで、ミスプリント削減に効

果があったと考えられる。
温室効果ガス排出量は、2030年度までに46.0％削減を中期目標としており、達成に向けた更なる対
策が求められる。

課　題

・職員一人ひとりが環境負荷の低減に努めるよう引き続き呼びかけや意識啓発を行っていくほか、
電力契約等の見直しや、本庁舎で導入しているJクレジット制度を活用した都市ガスの更なる導入

今後の
などにより、温室効果ガスの削減に努めていく。

方向性

所属長 焼津市役所地球温暖化防止実行計画（第6期計画）における温室効果ガスの削減目標を達成するた
意見(72) め、引き続

活

き全庁で環境負荷の低

動

減に努めていく必要が

指

ある。

標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

環境目標設定数 件 6 6 6 6 6
6 6 6

その他 100％ 100% 100%
環境活動計画数 個 106 106 106 106 106

106 106 106
その他 100％ 100% 100%

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

温室効果ガス排出量 ｔ－ＣＯ 17,735.1 14,302.2 16,591.9 15,782.5 14,973.2 14,163.8
２ 19,122 15,907 15,082

削減目標 92.75% 89.91% 110.01%
電気使用量 千ｋｗ 23,557.1 23,127 22,051.3 20,975.6 19,899.9 18,824.3

25,829 25,986 25,776.3
削減目標 91.2% 89% 85.55%

廃棄物排出量（庁内） ㎏ 160,831 159,102 158,928 157,181
173,284.21 112,929 109,457

削減目標 92.81% 140.89% 145.2%

事後評価
・環境推進員研修会を開催した。
・中間審査を受審した。計15所属を対象とし、審査結果は「ガイドラインに適合」。審査員から指
摘された改善事項については、該当課で対応の検討・協議を実施した。結果は全庁に周知し、水平
展開を図った。
・内部監査を実施した。計15所属を対象とし、各部から選出された内部監査員が監査を実施した結
果、ガイドラインに不適合と判定された所属は無し。監査結果及び監査員から指摘された改善事項
及び提案事項については全庁に周知し、水平展開を図った。
・四半期ごとに各課の環境推進員からの取組報告を取りまとめ、環境負荷の軽減に努めるよう結果

実施結果
を全庁に周知した。

(748)

温室効果ガス排出量は、基準年度と比較して削減率が大きい施設は、ア



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 ～
政　策 05 安全安心で快適に暮らせるまちづくり
施　策 04 環境にやさしい持続可能な社会の推進
基本事業 03 新・省エネ導入促進と省エネ行動の推進
事務事業名 183 再生可能エネルギー発電設備等管理基金元金積立金
所　属 市民環境部 環境課
会　計 一般会計
科　目 衛生費・保健衛生費・環境衛生費
施策が 豊かな自然を守り、環境にやさしい良好な暮らしをしている。
目指す姿

焼津市再生可能エネルギー発電設備等管理基金条例に基づき、発電設備等により生じた売電収入を
事務事業

設備の維持管理及び更新に要する経費に充てる。
対象/意図

環境省の再生可能エネルギー等導入推進基金事業を活用して大村公民館に導入した太陽光発電設備
事業概要 により生じた売電収入を、同事業の実施要領に基づき基金として積み立てる。
(168)

手
段
・
実
施
内
容
等

再生可能エネルギー発電設備等管理基金元金積立金
(1)年間売電料金がスマイルライフ推進課雑入へ収入
(2)年間売電収入を基金へ積み立てるため支出

令和
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 8
実績 0 0 8

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 8
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 0
財源 実績 0 0 8

人件費 計画 0 0 0
実績 0 0 12

トータル 計画 0 0 8
コスト 実績 0 0 20

令和5年度　事務事業評価書



活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

基金積立事務 回 1 1 1 1 1 1
1 1 1

その他 100％ 100% 100%

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

売電収入 円 9,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000
7,504 8,417 7,350

その他 83.38％ 120.24% 105.00%

事後評価
・大村公民館に導入した太陽光発電設備により生じた売電収入を基金として積み立てた。
・R5発電量：12,951kWh
・R5売電量：1,050kWh
・R5売電料金：7,350円
 

実施結果
(748)

当該太陽光発電設備は年間を通して稼働しており、過年度と同程度の実績が得られている。
成果の
達成状況
と要因

課　題

今後の
方向性

所属長 平成27年度からの積み立て開始から、令和６年度をもって10年となる。今後、設備の維持管理費用
意見(72) が発生した場合は基金からの支出をするよう留意する。



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 昭和45年度 ～
政　策 05 安全安心で快適に暮らせるまちづくり
施　策 04 環境にやさしい持続可能な社会の推進
基本事業 05 公共用水域の水質保全
事務事業名 754 地域し尿処理施設使用料徴収費
所　属 上下水道部 下水道課
会　計 一般会計
科　目 衛生費・清掃費・し尿処理費
施策が 市民・事業者が豊かな自然を守り、環境にやさしい良好な暮らしをしている
目指す姿

地域し尿処理施設使用者/使用料を適正に納めてもらう
事務事業
対象/意図

すみれ台・坂本・つつじ平住宅団地における公衆衛生の向上と良好な生活環境の保全を維持するた
事業概要 めに設置された地域し尿処理施設（コミュニティープラント）の使用料徴収を円滑に行うため、使
(168) 用料徴収事務を水道事業へ委託する。２か月に１度のサイクルで水道使用量に応じた料金体系とな

っており、水道料金と一体に請求及び徴収をしています。

手
段
・
実
施
内
容
等

 使用料の賦課については、水道使用量に応じた料金体系であることから、水道事業に事務委託す
ることにより水道使用料金と併せて賦課徴収を行い、効率的な事務を図る。
 収納率を維持及び向上させるため、水道事業と連絡を密にし、下水処理施設使用料の適正な賦課
徴収に努める。

令和
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 1,614
実績 0 0 1,571

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 0
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 1,614
財源 実績 0 0 1,571

人件費 計画 0 0 0
実績 0 0 1,389

トータル 計画 0 0 1,614
コスト 実績 0 0 2,960

令和5年度　事務事業評価書



活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

使用料徴収件数 件 6,043 6,043 6,043 6,043 6,043
6,303 6,384 6,367

増加目標 104.3% 105.64% 105.36%

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

収納率（調定額に対する納付 ％ 97.8 97.8 97.8 97.8 97.8
額の割合） 98.5 98.3 97.3

増加目標 100.72% 100.51% 99.49%

事後評価
　使用料の賦課については、水道使用量に応じた料金体系であることから、水道事業に事務委託す
ることにより水道使用料金と併せて賦課徴収を行い、効率的な事務を図った。
　また、収納率を維持及び向上させるため、水道事業と連絡を密にし、下水処理施設使用料の適正
な賦課徴収に努めた。
　令和５年７月からの料金改定について、使用者への周知文書配布及び料金徴収システム改修につ
いて適切に事務を行い円滑に実施できた。

実施結果
(748)

成果指標（達成）適切な賦課徴収を促し、使用料収納率は、計画97.8％に対して、実績97.3％と目
成果の 標を達成できた若干下回った。
達成状況
と要因

収納率を維持・向上させるため、業務委託先の水道事業と連絡を密にする。また、施設維持管理に
掛る経費等を考慮した適正な使用料の検討を進める。

課　題

今後も継続して下水処理施設使用料の適正な賦課徴収に努める。
また、減免について関係する所管先との定期的な情報共有を図り、徴収漏れが発生しないよう努め

今後の
ていく。

方向性

所属長 効率的かつ適切に収納管理事務を継続して実施していく。また、引き続き、維持管理費に係る経費
意見(72) 等を踏まえた適正な使用料について検討を進める。



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 昭和59年度 ～
政　策 05 安全安心で快適に暮らせるまちづくり
施　策 04 環境にやさしい持続可能な社会の推進
基本事業 02 環境保全の啓発と活動の推進
事務事業名 433 松くい虫防除事業費
所　属 経済部 農政課
会　計 一般会計
科　目 農林水産業費・農業費・林業費
施策が 豊かな自然を守り、環境にやさしい良好な暮らしをしている
目指す姿

海岸松林/松くい虫による被害木が減少する。海岸松林が保全されている。
事務事業
対象/意図

海岸防災林の松くい虫による被害を軽減し、防風、防潮、防砂等の防災機能を維持し、自然環境を
事業概要 保全する。
(168)

手
段
・
実
施
内
容
等

・海岸松林への薬剤散布に伴う業務
・松くい被害木の調査および伐採業務・植林（松の苗木）の支援業務

令和
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 4,088
実績 0 0 4,050

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 1,466

支出金 実績 0 0 1,466

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 0
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 2,622
財源 実績 0 0 2,584

人件費 計画 0 0 0
実績 0 0 1,265

トータル 計画 0 0 4,088
コスト 実績 0 0 5,315

令和5年度　事務事業評価書



活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

薬剤を散布した松林の面積 ha 27 27 26.8 26.3 26.3
27 27 26.8

その他 100% 100% 100％
被害木の伐倒駆除 ｍ3 20 20 20 20 20

12.2 11.6 13.2
その他 139.0% 142.0% 134.0%

植林本数 本 100 100 0 50 550
100 85 0

その他 100% 85% 0％

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

松くい虫被害木の本数 本 80 80 80 80 80
37 44 35

その他 100% 100% 100%
保全されている海岸松林の面 ha 27 27 26.8 26.3 26.3
積（小川港から大井川港） 27 27 26.8

その他 100% 100% 100%

事後評価
海岸松林の松くい虫による被害を軽減させるため、薬剤散布や伐倒駆除を実施した。

実施結果
(748)

海岸松林の松くい虫による被害を軽減するため、薬剤散布、被害木の伐倒駆除等を実施することに
成果の より、目標である海岸松林が保全されている。
達成状況
と要因

土地所有者の世代交代により、海岸松林についての認識が薄れているが、防風、防潮、防砂等の被
害を軽減するため、自然環境を保全していく必要がある。

課　題

海岸防災林が持つ防風、防潮、防砂等の防災機能を維持し、自然環境を保全するため、薬剤散布及
び被害木の伐倒駆除を実施していく。

今後の
方向性

所属長 海岸防災林の松くい虫による被害を軽減し、自然環境を保全する。
意見(72)



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 令和 5年度 ～
政　策 05 安全安心で快適に暮らせるまちづくり
施　策 04 環境にやさしい持続可能な社会の推進
基本事業 03 新・省エネ導入促進と省エネ行動の推進
事務事業名 8488 省エネルギー投資促進事業費(物価高騰重点支援)
所　属 経済部 商工観光課
会　計 一般会計
科　目 商工費・商工費・商工業振興費
施策が  環境にやさしい持続可能な社会の推進
目指す姿

対象：市内事業者
事務事業

意図：事業者支援と省エネ導入促進
対象/意図

原油価格・物価高騰の影響を受けている市内事業者に対して、事業者用の省エネ機器の導入やＤＸ
事業概要 推進のためのコンサルティング費用などを支援する。
(168)

手
段
・
実
施
内
容
等

１焼津市中小企業者省エネ設備等投資促進事業補助金
・補助額：上限50万円（補助率1/2）
２省力化機器・外部DX人材導入促進事業補助金
・補助額：上限200万円（補助率1/2）

令和
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 30,000
実績 0 0 6,702

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 22,800
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 0
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 7,200
財源 実績 0 0 6,702

人件費 計画 0 0 0
実績 0 0 1,186

トータル 計画 0 0 30,000
コスト 実績 0 0 7,888

令和5年度　事務事業評価書



活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

省エネ設備等を導入した事業 件 45
者 19

増加目標 42.22%

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

事後評価
市内中小企業者等に焼津市中小企業者省エネ設備等導入促進事業補助金を19件交付した。
 

実施結果
(748)

新聞、LINE等の周知により、1月～3月での市内事業者による省エネ設備の導入が19件となった。
成果の
達成状況
と要因

市内事業者の省エネ対策だけではなく、猛暑対策としての支援も必要である。

課　題

国の交付金を活用して、更なる事業者支援と環境にやさしい持続可能な社会の推進を図っていく。

今後の
方向性

所属長 市内事業所の経費節減、人手不足対策に貢献できる支援となっている。交付金を活用し、引き続き
意見(72) 支援につとめる。



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 令和 5年度 ～
政　策 05 安全安心で快適に暮らせるまちづくり
施　策 04 環境にやさしい持続可能な社会の推進
基本事業 03 新・省エネ導入促進と省エネ行動の推進
事務事業名 5942 省エネ住宅普及推進事業費
所　属 都市政策部 建築住宅課
会　計 一般会計
科　目 土木費・住宅費・建築指導費
施策が 市民・事業者が豊かな自然を守り、環境にやさしい良好な暮らしをしている
目指す姿

既存住宅が省エネ性能の高い住宅に改修される
事務事業
対象/意図

既存住宅における省エネ工事に対し補助を行い、省エネ性能の高い住宅への改修を推進する。
事業概要
(168)

手
段
・
実
施
内
容
等

省エネ性能の高い住宅への改修に対する補助

令和
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 3,830
実績 0 0 178

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 1,915
支出金 実績 0 0 89
県 計画 0 0 955

支出金 実績 0 0 43

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 0
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 960
財源 実績 0 0 46

人件費 計画 0 0 0
実績 0 0 351

トータル 計画 0 0 3,830
コスト 実績 0 0 529

令和5年度　事務事業評価書



活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

補助制度の周知回数 回 3 3 3
5

その他 166

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

制度により省エネ改修された 棟 5 10 10
棟数 3

その他 60

事後評価
・既存住宅の省エネ性能向上を促進するため、戸建て住宅の省エネ改修に対する補助事業を行った
。
　補助事業の申請件数　３件　　178,000円

実施結果
(748)

・成果指標①（未達成）　積極的な周知、啓発に努めたが、目標５件に対して３件の申請に留まっ
成果の た。少しずつ住宅の省エネ化が進捗しているが、引き続き周知、啓発が必要。
達成状況
と要因

・既存住宅の省エネ化を引き続き促進していく必要がある。

課　題

・積極的な周知、啓発を図り、引き続き住宅の省エネ化を促進していく。

今後の
方向性

所属長 引き続き、更なる住宅の省エネ化促進に向けた様々な周知、啓発に努めて、事業を促進していく。
意見(72)


